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Abstract: The 28th Japanese Antarctic Research Expedition has installed a 
NOAA data processing system at Syowa Station (69°00'S, 39°35'E) and has 
started the operation. This system is used to obtain cloud and sea ice distribu-

tion in the broad area under the project of" Antarctic Climate Research (ACR)", 
which started in 1987. The main part of the system is composed of a FACOM 
S3300 mini computer, which is used to acquire the received data of satellite at 
a real time, to make the calibration to obtain the albedo and temperature, to 
make a map projection, to display the images and to store the data in com-
puter compatible tapes. Moreover, images of brightness temperature difference 
and histogram are made to discuss the way to discriminate clouds over the 
snow and ice surfaces. 

要旨：第 28次南極地域観測隊では，気象衛星 NOAAデータ処理装置を昭和基地

(69°00'S, 39°35'E)に搬入，運用を始めた．これは， 1987年から始まった「南極域

における気候変動に関する総合研究 (AntarcticClimate Research: ACR)」の中で，

衛星画像データの処理を通じて広域の雲や海氷分布を求めるためのものである．
FACOM S3300 ミニコ ンヒューターを中心としたシステムで，受信データをリアル

タイムに取り込み， キャリプレーションを行うことでアルベドや湿度に変換し， 投

影変換を行い，結果を画像表示し また磁気テープに保存する．その他，雪氷面上

の雲識別方法の検討を行うため，輝度温度差画像やヒストグラムを作成した．

1. はじめに
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第 28次南極地域観測隊は気象衛星 NOAAの主に画像データ (AdvancedVery High 

Resolution Radiometer: A VHRR)の処理を行うために「NOAAデータ処理装置」を昭和

基地に持ち込んだ．これは， 1987年から行われている「南極域における気候変動に関する総

合研究計画 (AntarcticClimate Research: ACR)」（山内・高部， 1989)の中で，重点課題と

して行われる気象衛星 NOAAによる太および海氷観測のためのものであり，通年の衛星画

像データの処理を通じて，広域の実の分布特性，海氷の分布特性，それらの変動を明らかに

しようというものである．

NOAAデータの受信は従来から行われてきた (TANAKAet al., 1982). しかし受信後の処

理については，現場では高密度磁気テープにデータを記録し，モニター画像としてレーザー
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ファクスの出力画像（生データの出力）が得られただけであった．この出力画像だけでは実や

悔氷の識別も難しいし，昭和加地周辺の詳細な様子も分からず，せっかくの高分解能データ

でありながら，現場では十分利用できないという弱点があった．今回，昭和桔地に NOAA

データ処理装置を蒋入することにより， NOAA受信後直ちに両像処理を行い，火の分布や

海氷の分布を見ることができ，また，現場で放射観測等の他の観測結果と比較ができるよう

になった．高分解能の画像出力が得られることで，航空機観測などほかの観測計画を検討す

る上でも参考となり，さらに日々ルーチン的に処理を行うことにより多鼠のデータの一次処

理を越冬中に完了することができ，南極の大気状態の年々の変動をつかむ上でも威力を発揮

することになる．

本稿では以下に，データ処理装置の概要および第 28次観測隊での昭和基地への設趾，運

用，さらに，結果の一例について報告する．

2. NOAA データ処理ヽンステム

2.1. システム概要

今回昭和基地に設協したデータ処理ヽンステムは， 1980年に第 21次観測隊によって設骰さ

れた気象衛星 NOAA受信ヽンステムのフォーマットシンクロナイザー (AYDINM 442)か

らインターフェース装樅（明星電気製）を介してリアルタイムにミニコンピューター（富士

通， FACOMS 3300)にテータを取り込み，画像処理を行うものである．処理した結果はグ

ラフィックディスフレイに表示することができ，磁気テーフ，ラインプリンター，ハードコ

ヒー装置， XYプロッターヘ出力する．全体の概念図を図 lに示す．

受信システム部の構成および今回の処理ヽンステムとの関係を図 2に示す. NOAAの受信
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図 1 NOAA衛星データ処理ヽンステム概念図
Fig. 1. Schematic diagram of NOAA data processing system. 
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Fig. 2. Block diagram of NOAA data receiving system. 
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CPU : Central・processing unit 
SWP : Service and work station processor 
MXC : Byte multiplexer channel 
BMC : Block multiplexer channel 
CBA : C-bus adapter 
FTA : File tape adapter 
ICU : Interface control unit 

DKCA : Disk control adapter 

図 3 NOAA衛星データ処理ヽンステム構成図

Fig. 3. Block diagram of NOAA data processing system. 

は通常オービクルプログラマーのプログラム追尾で行い， HRPT データをアナログ磁気テ

ープに約 15分問記録（記録スピードは 60IPS)する．同時に，可視から赤外領域まで 5チ

ャンネルある AVHRRデータのうち，夏季は CH.1 (可視），冬季は CH.4 (赤外）をフォー

マットシンクロナイザー (AYDINM 442)により選択してレーザー FAX(ミュラー M 300) 

に出力した．

デーク処理部は，ミニコンピューター (FACOM S 3300)を中心に構成されている（図 3).
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S 3300本体部には 12MBのメモリーと浮動小数点演算機構 (HSP)を実装し， 256MBの磁

気ディスク装置 8台（システム用 2台， データ処理用 4台，予備 2台）を備えている．周辺機

器としては， 1600/6250 RPIの磁気テープ装置 2台 (1台は予備），キャラクターディスプレ

イ 3台， 画像プロセッサー (Nexus 6400: 解像度 480X 512) 2台の他， ラインプリンター，

シリアルプリンター， XYプロッター， フロッピーディスク装置，ハードコピー装置がある．

また，計算機本体は予備としてもう 1組設厭されており，障害発生時には周辺機器をつなぎ

変え，予備機運用で対処する．

2.2. 輪送・設置

国立極地研究所内での総合試験後に機器を湿気・ほこり対策のため真空パックし，木箱梱

包とした．輸送中の最大動揺はローリングで 30数度を記録し（平常時 5-10度），梱包に取

り付けたGメーターの計測では（加速度）最大ーl0~+5G(H方向，ただし解梱時に約 1.7m

落下している），ー4~40(W, D方向）となっている．昭和基地でヘリコプターから降ろす際

に，計算機本体がフォークリフトより約 lm落下する事故が発生したが，幸い機器には異常

がなかった．

観測棟入口の扉サイズの制約及び棟内レイアウトの都合により，建屋西側の扉前に約 3x

6mの踊り場を組み，大型物品はクレーンを使用して踊り場に乗せ，木箱を解梱してから棟

内へ搬入した．搬入後 1日半静置させてから開封し，設置した．室内のスペースとの兼ね合

いで，操作性を優先させたため，特に本体系ラック， ライソプリソターの背後に規定の保守

エリアを確保することができなかった． また運用上はそれほど不満を感じることはないが，

ケーブルが床にじか置きであることと周辺機器もかなり窮屈な配置となっているため，保守
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Fig. 4. 
図 4 昭和基地観測棟内， NOAAデータ処理ヽンステム配置平面図

Plane figure of arrangement of NOAA data processing system in the 
observation hut, Syowa Station. 
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図 5 NOAAデータ処理ヽンステム電源系統図
Flg. 5. Configuration of power supply. 

環境は必ずしも良好とはいえない．図 4に室内配置を示した．
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F6286D (PR) 

データ処理システムヘの軍源供給し、ま，全体で 8.5kV A という見積もりで，観測棟主分電

盤から専用に一系統分配し，その先に絶縁トランスを介した後に各機器に分配している（図

5). 

3. システムの連用

昭和基地においては現在 NOAA9, 10号が受信可能であり，それぞれ 1日に最大 7軌道

受信できる．しかし， NOAA9号の AVHRRは 5チャンネルであるのに対し， NOAA10 

号は 4チャンネルしかないため， NOAA9号の昼間の 13-15時の軌道を 1987年 2月 3日

より通年に渡って受信することを観測の基本とした．なお， NOAA9号の高仰角の時間帯

は， 13-15時と 22-23時 (UT)である. NOAA 10号については 9号の補助という形で，

太陽が昇らなくなる 6月前半約 20日間に， 1日 1回受信を続けたほか，適時受信した．ま

た，衛星観測の重点期間として真冬および春に， 7月 22-24日には NOAA9号の連続 15

軌道を， 9月 7-9日には同 9号の連続 15軌道に加え，同 10号の 8軌道を， 9月 10日ー

10月 6日には同 9号の 22-23時帯 (UT)の受信を行った．衛星観測以外の目的としても，

特に 10月 22日ー11月 6日には航空オペレーション時の天候状況把握の補助資料のため，

同 10号の 7-8時帯 (UT)の受信を行った． また， NOAA データ処理画像は野外活動や

「しらせ」回航のための海氷状態把握の補助資料としても利用された．

4. データ処理・保存

HRPTデータを受信あるいは M 101データレコーダーからのデータ再生，と同時に S3300

へ取り込み，ヘッダ部と AVHRRデータ部を別ファイルに分けて磁気ディスク上に格納す

る．ヘッダ部 (TOYSデータ含む）は鉛直温度分布・水蒸気量鉛直分布・地表面温度・雲の
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検出・オゾン量などの情報を含んでいるが，第 28次観測隊では磁気テープヘの保存までで，

その解析は行っていない. AVHRRデータ部は 1マイナーフレーム 10240ワードから成り，

2048画素 5チャンネル (1ライン）で構成されている．各チャンネルは CH.1が可視 0.58-

0.68μm, CH. 2が近赤外0.73-1.1μm,CH. 3-5が赤外チャンネル 3.55-3.93,10.3-11.3, 11.5-

12.5μmである. 1ワードは 10bitから成り， S3300へのデータ取り込み時に上位 bitに

0を詰めて 1画素当たり 16bitにしている．データ受侶・処理のフローを図 6に示す．

(l) 前処理（キャリブレーション，投影変換，温度変換）

HRPTデークのヘッダー情報を使用して，センサーのレベル値 (X)で格納されている

AVHRRデータをアルベドあるいは放射強度 (N)に変換するキャリブレーションを以下の

ように行う．

N=GX+l, 

Preparation for receiving (30 min/week) 
Enter orbital parameter 
Ca lcul ati on of orbits 

Preparation of computer for 
data acquisition (20 min) 

Data receiving (20 min) 
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7 
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Output to XV plotter (30 min) 

7 
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Calculation of histogram (5 min) 

7 
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Hard copy of images (l hr) 

(1) 

図 6 NOAAデータ受信， 処理操作の流

れ図．破線部分はオペレーターが常時介

在する必要はない．
Fig. 6. Flow chart of NOAA data receiv-
ing and processing. No need of operator 
for tasks shown by the broken line. 
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CH. 1, 2については G,Iは与えられた定数， CH.3から 5については内部黒体の温度 T

がヘッダー情報で与えられるので，その値から計算した黒体放射 NTと，それを見た時のカ

ウント値ふ，同じく宇宙空間を見た時の放射強度 Nsp,その時のカウント XsPにより

G= 
NsP-NT 

XsP-XT' 

l=N8p-GX8p, 

、
~
‘
‘
,
'
·

2

3

 

‘
、
¥
、
．
し

によって計算される．このような線型のキャリブレーションでは測器の感度の非線型性によ

る若干の誤差が出得るが， Nspを修正した値を入れることで対応することが多い．実際には，

さらに誤差が 1-2°C出る可能性が報告されており，詳細な結果を得るには，その項を評価す

る必要がある (LAURITSONet al., 1979). この非線型性は本処理では考慮していない．

キャリブレーション終了後，ポーラステレオ図法により投影変換を行う．投影変換はACR

計画期間中の標準処理としては，解像度が 4400mのもの 2領域（昭和基地より海側及び大

陸側）， 2200mのもの 1頷域（昭和基地周辺）， 1100mのもの 1領域（昭和基地周辺）の 4領

域について 512X 512画素の画像データを切り出す．各領域の投影変換パラメーターを表 1

に，また，表示領域を図 7に示す．投影変換後， CH.3-5の放射エネルギー量については，

キャリブレーション係数から算出した変換テーブルを用いて輝度温度値に変換する．

なお，データ取り込みから前処理終了までは人手を省くため，アプリケーションソフトウ

ェア本来の使用法ではなく，処理の流れに従って自動的にアプリケーションソフトを起動す

る昭和基地独自の運用形態としている．

(2) 画像の保存

投影・温度変換後の 4領域の画像データを磁気テープに記録 (6250RPI)し，保存する．

2400 ftの磁気テープ 1巻当たり 84チャンネル分の投影（温度）変換済データファイルを吸

い上げることができる．実行上は， 5チャンネルx4領域x4軌道分 80ファイルでテープ

1巻とした．

(3) 霙画像の作成

CH. 3と CH.4の輝度湿度差を利用して雲画像を作成する. 1987年 4月より運用開始．

CH. 3と CH.4の輝度温度データファイルを入力として画素ごとに CH.3の輝度温度値

から CH.4の輝度温度値を引いた値を求める．結果はグラフィックディスプレイに表示で

ぎる．

(4) 画像の表示とハードコピー

RGBそれぞれに対して CH.1から CH.5の任意のチャンネルを割り当て，オリジナル

画像，キャリブレーション済画像，投影（温度）変換済画像（雲画像含め）をグラフィックデ

ィスプレイに表示することができる．表示用のルックアップテーブルは，ポジティブとネガ

ティブの 2種類を標準で用意している．
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表 1 投影変換（ポーラステレオ図法）バラメーター

Table 1. Projection parameters (polar stereo). 

領域名 解像度 (m) 中心点緯度 中心点経度 投影基準経度

A 4400 78°s 45°E 0°E 

B 4400 63°s 25°E 0°E 

C 1100 69°s 40°E 40°E 

D 2200 69°s 35°E 35°E 

図 7 AVHRR画像データ標準処理領域図.A, B は解像度 4.4km,C は 1.1km, 

D ぱ 2.2km.

Fig. 7. Areas of standard processing of AVHRR images. Field of view is 4.4 km 

for A and B, I.I km for C and 2.2kmfor D. 

表示した両像について， 4x5inchのカラーと 15x17 cmのモノクロのハードコピーが取

れる．ただしモノクロについては， RGBのうち 1チャンネルを 256階調から 16階調に落

とした両像となる．

第 28次観測隊では，キャリブレーションの後，投影（温度）変換して切り出した 4領域に

ついて適時ハート｀コピーを取得した.RGBに対して，冬季は CH.5, 4, 3を，夏季は CH.

1, 2, 4あるいは雲画像， CH.2, 1を割り当てている．

ハードコピー以外では， グラフィックディスプレイの両面を 35mm カメラで直接撮影す

ることも行った．

(5) 裳量，実の種類分布図の作成

投影，温度変換後の C 領域（解像度 1100mmの昭和基地周辺）のデータを元に 2枚の宍

贔：，ょの種粕分布図の作成を行う. CH. 4の輝度温度値 (T4)に対する輝度温度恙 (Ts-T4)
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および (T4-T5)がどのように分布しているかをグラフ化し， XYプロッターに出力する.4 

月よりテスト運用を続け， 11月より本運用に入った．

1例を図 8に示す．

(a) 昭和基地を中心とする 128X 128画素

温度変換後の C 領域の CH.3-5のデータファイルを入力とし，それぞれ昭和基地を中心

とする 128X 128両素を対象領域とする．対象領域を， 8x8両索を 1小領域とする 16x16 

個の小領域に分割し， CH.3-5それぞれの小領域ごとの平均輝度温度値を求める．さらに小

領域ごとに CH.3と CH.4, CH. 4と CH.5の平均輝度温度の差を求め，横軸に CH.4 

の平均輝度温度値を，縦軸に温疫差を取ったグラフにプロットする．
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図 8 輝度温度差 (CH.3-CH. 4および CH.4-CH. 5)の CH.4輝度温度に対す

る分布図．領域C内の 512X 512のピクセルを 16X16個について平均したもの

について示した．
Fig. 8. Brightness temperature difference (CH. 3-CH. 4 or CH. 4-CH. 5) against 

CH. 4 brightness temperature. Points show the means of 16Xl6 pixels in 

512X512 of area C. 
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(b) C領域の 512X 512画素全域

温度変換後の C領域の CH.3-5のデータファイルを入力とし，それぞれ 512X 512画素全

域を対象領域とする．対象領域を， 16x16画素を 1小領域とする 32x32個の小領域に分割

し， CH.3-5それぞれの小領域ごとの平均輝度温度値を求める．さらに小領域ごとに CH.3 

と CH.4, CH. 4と CH.5の平均輝度温度の差を求め， (a)項と同様のグラフにプロット

する．その際，昭和基地を中心とする 128X 128画素 (8x8個）の小領域についてはプロッ

トの色を変え，識別できるようにしている．

(6) 輝度湿度ヒストグラムの作成

温度変換後の CH.4の輝度温度データを元に輝度温度ヒストグラムを作成する.A, B, C, 

D 領域について任意に 1:::ストグラムを作成できるが，第 28次観測隊では A及び B領域を

対象とした．対象領域 512X 512画素全域を， 64x64画素を 1小領域とする 8x8個の小領

域に分割する．そして小領域ごとに 180-280Kまで 5K単位でヒストグラムを求め，結果を

全体の合計とともにラインプリンターに出力する. 8月より運用を開始した．

(7) ヘッダー部データの保存

S 3300に取り込んだ HRPTデータ全体の保存は，テープ量の制約 (1軌道 1巻必要）か

ら行えなかった．ヘッダ一部 (TOYSデータ含む）のみのデータファイルを磁気テープに 6250

RPIで記録，保存した．これは，鉛直温度分布や水蒸気分布，オゾン量等を求めるための赤

外放射計 HIRS/2,マイクロ波 MSUおよび成層圏用 SSUのデータを含むものである．な

ぉ，当面昭和基地では解析を行っていないが，データ持ち帰り後国内での解析にそなえてい

る (TANAKAet al., 1982). 

(8) 全天写真撮影

衛星通過時に，観測棟屋上から 35mmカメラに 8mm(視野 180°)の魚眼レンズを装着

して全天写真を撮影した．衛星から見ている雲が地上からどのように見えるかの参考データ

とするものである．撮影は，裳の識別できる夏季のみ行った．

5. システム稼動状況，問題点

第 28次観測隊での計算機稼働時間は月平均で約 250時間となっている. 1988年 1月は，

次の隊への引き継ぎのためのハードウェアチェック時間も含んで 330時間となった．

観測棟は冷房設備がなく，建屋内の換気のみであるために機器からの発熱で温度がかなり

上昇してしまう問題があった．計算機室内に家庭用の加湿器を 1台用意したが，計算機室内

ではだいたい温度ー5~+35℃，湿度 10-30% となっていた．計算機本体ラック内の温度，

湿度も通年計測したが，温度十5~40℃，湿度 20%前後であった．

一年間の運用で発生した障害は，ハードウェア関連 15件， ソフトウェア関連 5件である

（表 2,3). ハードウェア関連では，受信ヽンステム（第 21次観測隊設置）の老朽化による障害
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処理後画像データにも問題がないわけではない．投影変換における画像と地図との重ね合

わせに難点がある．基準となる軌道から受信する軌道を計算によって予測していること，常

に固定の係数値でアフィン変換を行っていることなどから，正確な位置合わせは難しい．ア

フィン変換係数の問題は改善可能であるが，受信後少なくとも 1時間は人手を介しての操作

が必要になること，ポイントとなる地表が見える天候であること，ボイントを三角形にとら

ねばいけないこと等から，現状の処理運用にとどまった．

表 2 ハードウェア障害履歴

Table 2. Records of hardware trouble. 

発生日
対処日

1987. 2. 141 現象：データバックアップ時に MT装置で EQC発生

2. 14 原因／対処：その後再現せず，詳細原因不明 (63.2. 1打ち切り）

2. 20 

2. 20 

2. 21 現象／原因： CPUラック頭上に漏水．浸水は上部ファンまで

2. 21 対処：約 30時間運用休止して乾燥させた．後日天井内側をコーキング

3. 28 

3. 28 

3. 181 現象／原因：レーザ FAX(ミュラー）のヒューズコネクター破損

3. 18 対処：予備品なく，同規格の代用品に交換

3, 中 1 現象／原因：レーザ FAX(ミュラー）のモータ軸が摩耗し，紙送りしない．

3. 中 対処：モータ軸補修（ただし約 1カ月しかもたず，その後は人手で紙送り）

内 容

現象：リアルタイム受信後処理 RSCLNMで受信データのリードエラー発生. Flame 
SYNC Formatの特定 BIT落ち ('l'→'0') している．

原因： M442から ICU問のコネクター接触不良

対処：コネククー接点をレキサイトで洗浄

現象：データ処理中にアプリケーションソフトが異常な時間を処理しようとし，異常
終了

原因：この時発電機の電掠切り換えがあり，そのためと思われるが詳細不明

対処：再度 MlOl よりデータを再生して処理

5

6

 

．． 

4

4

 

4. 6 

4. 6 

4. 7 

4. 7 

4. 29 

5. 7 

現象：受信ヽンステムの電源ダウン

原因： NOAA系と EXOS-ISIS系の受信システムを同時に立ち上げたため，主プレ
ーカの 3kWの電源容量を超えた．

対処：両系のブレーカを分離

現象：データ取り込み中に ICCエラー (22)発生

原因／対処：データ取り込み中にレーザ FAXのスイッチを ON-OFFしたため，外
部ノイズがのった． （国内テスト時に確認済）

現象：データ取り込み中に ICCエラー (22)発生

原因／対処：データ取り込み中に M442の STA TUS LOCK OFFの状態が続いたため

現象：アンテナの Azimuth駆動系が動作しない．

原因： Azimuth駆動系のロックピンが浮いていて， リミットマイクロスイッチが掛
かりっばなしの状態だった．

対処：接点不良のマイクロスイッチを回路上で短絡
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発生日
対処日 内 容

-- -

1987. 6. 8 現象： LPが動かなし＼

6. 8 原因／対処： LPタイプベルトにゴミが付着していたので洗浄

8. 5 現象： POWER ON 時， PROGRAM LOAD 画面でスト、ノプ (FLAG-CODE 

8. 5 El 714000 01401915) 

原因／対処： POWER OFF後再立も上げ. DISKに異常なしその後再現せず．
(63. 2_. 1打ち切り）

10. 91 現象：ア‘ノテナ AzimuthCW  260° でリミ、ノトが掛かりそれ以降受信できず．

10. 24I 原因： AZリミットスイッチアッシー内ウォームギアの不調

対処：ウォームギアを正規の位置に調整

1987. 12. 18 現象：アンテナが駆動できない．

1988. 1. 初 原因： AZ リミットスイッチアッシー内ウォ-—ムキアの不調によりドラムスイッチが
まったく動かなくなった．そのため毎日の NOAA受信後のスト一時に AZ方
向で同方向に回り続け，アンテナ内部のケーブル断線に到った．

対処：連用時に注怠することで仮対処，後日 AZリミットスイッチアッシーを交換

1. 24 現象／原因：昭和基地全停電

1. 24 I 対処：電涼復旧後に GFCP,OLTEにて本体系及びディスクのハートチェックを実

I 施し異常がないことを確認
- --―-- --- ---一—---- -------- ---- -- -、--- - -- --- --

発生日
対処 日

表 3 ソフトウェア節‘占履歴

Table 3. Records of software trouble. 

内容

1987. 9. 2s: 現象： 24時をまたがるデータを取り込むと， 24時以降の日付が前日のまま替わらず，

1988. 1. 11 アベソドする．

原因： NDAPPのバグ

対処：正式バージョンソフトと入れ換え

1987. 11. 8 現象：受信途中で LOCKOFF状態が長いデータをキャリブレーションしようとする
11. 8 と JZL242が発生し，異常終了する．

原因／対処：アプリケーションソフトでは気象協会のデータ（データ抜けがない）を入
カの前提としているため， LOCKOFF状態が長いと処理できない．

12. 8 現象：リアルタイム受信起動時， RTSスクート後 KEYINした時刻がセットされず

12. 8 に END状態となった．

原因／対処：受信まで時間なく，再起動したため詳細不明．環境異常あるいは使用ミ
スと考えられる．その後再現せず. (63. 2. 1打ち切り）

1988. 1. 121 現象：任怠の開始／終了ラインを指定してキャリブレーションを行った後に投影変換
1. 261 を行うと JZL217となり異常終了する．

原因： NDAPPのルーチンの実行順序に誤りがあった．

対処： NDAPPの起動プロシジャを修正

1. 12 現象／対処： NDAPPバッチ処理起動時に異常終了．再起動して再現せず

1. 12 原因：前項の投影変換時のエラー発生により，ファイルのクローズ処理がなされてい
なかったものと考えられる．
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NOAAの月別受信軌道数とデータ処理軌道数を表 4に示す．処理軌道数は年間合計 400

軌道とそう多くはないが，第 28次観測隊では ACR初年度ということで，処理・運用方法

および雲解析手法についていくつかの試行を行った．

AVHRR データによる雲の解析については， 昭和基地付近のデータについての輝度温度

差図（輝度温度差を輝度湿度に対してプロット）を，実際の雲と比較して検討した．これは波

長による放射特性の差が雲と雪や氷面とで異なることを利用したもので， CH.3と4の輝度

温度差 (Ta-T4)図では，雲の場合かなり大きい温度差が生じ，海氷や大陸との識別，雲の種

類の大まかな分類が可能であった (YAMANOUCHI et al., 1987). 4領域について，夏の 1例

を図 9aに示す．青色は大陸と海氷を，赤味がかったところは雲を示す．沿岸には定着氷が

あり沖合はパックアイスと開水面が，まだらになっている． リュツォ・ホルム湾さらに沿岸

には低い層状の雲が 2層になっており，パックアイス域および開水面上に拡がっている．冬

季， CH.3に日射の反射が入らない時期は CH.3データのノイズが効き，また， CH.3の

温度分解能が下がることから，低温域で雲識別が難しくなる．また画像を作った場合も縞模

様が顕著になった．これは新しい NOAA-10に比べ，古い NOAA-9でより著しかった．図

9bに冬の例を示す． 雲は左端に黄色っぽく見える．ほとんどは睛天域で， 沖合に流氷が拡

がっている．

表 4 月別 NOAA受信・処理軌道数
Table 4. Monthly amount of NOAA data receiving and processing. 

月 I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 1 I合計

NOAA-9受信軌道数 28 25 29 23 28 44 31 62 36 30 29 31 396 

NOAA-9処理軌道数 26 25 29 23 28 32 31 51 36 30 29 31 371 

NOAA-10受信軌道数

゜
8 

゜
4 17 

゜゚
8 5 6 

゜゚
48 

NOAA-10処理軌道数

゜
8 

゜
4 17 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
29 

受信軌道数 28 33 29 27 45 44 31 70 41 36 29 31 I 444 
合計

処理軌道数 26 33 29 27 45 32 31 51 36 30 29 31 I 400 

CH. 4-CH. 5の輝度温度差 (T4-T5)の場合は雲と海氷や大陸雪面の違いは小さく，雲域

を過少評価する鋲向がある．しかし海氷・大陸（晴天域）を表わすプロットからはずれるもの

は必ず雲と考えられるようで，輝度温度差図を見れば晴天域と雲域の識別は可能である. T4 

ーれには放射計の見込み角依存性や温度依存性（放射計出力の非線型性（前出）による誤差

や雪面射出率の温度依存性の違い等による）があり，現場ではその補正までは行わなかった

ので， T4-T0による雲画像は作らなかった. T3-T4を使った雲画像から，低気圧じょう乱

の動きや大陸内への雲の侵入の様子が明瞭にとらえられた．開水面の上に薄い雲が発生する

とか，流氷域は低気圧の雲とは異なる低い層状の雲にほとんどいつも覆われているといった
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(a) 

(b) 
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図 9 AVHRR両像の例．昭和基地を中心とした 1130km幅の D 領域.(a)夏の例．

1987年 12月 7日.CH. 1を青に CH.2を緑に， (CH.3-CH. 4)を赤に対

応させ菫ね合わせた図． 古い所が大陸と面氷で， 赤味がかった所が雲を表す．

(b)冬の例.1987年 9月 30日. CH. 3を青， CH.4を緑， CH.5を赤に色

づけ（ネカ）重ね合わせた．白い方が低温域に対応する

Fig. 9. Examples of AVHRR image for area D of 1130 km width around Syowa 
Station. (a) Summer, December 7, 1987. Assignments of RGB are as 
follows: CH. 1 blue, CH. 2 green and (CH. 3-CH. 4) red. Continental 
snow field and sea ice are bluish and clouds are red. (b) Winter, September 
30, 1987. Assignments of RGB are as follows: CH. 3 blue, CH. 4 green 
and CH. 5 red (negative). Bright color corresponds to the cold region. 
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興味ある現象が見られた．

海氷に関しても各種の興味ある画像が得られた．海氷の発生期，定着氷縁と流氷域の間に

大小の流氷の渦が見られた．特に沖合の流氷側に大きな渦があり，風下側に吹き寄せられた

流氷の挙動として貨菫なデータと思われる．また，昭和基地付近の高分解能画像から， リュ

ツォ・ホルム湾の海氷の消長がよく分かった．沖合流氷帯が無くなり定着氷にひびが入る．

何らかの力で定着氷が流出．開水面が次第に凍結し安定化．そこヘブリザード等が，到来し

て再び海氷流出．という一連の動きが分かり，航空機観測のルート検討や，野外観測行動の

可否を検討するのに役立った．ただし沖合の流氷の端，ずなわち氷縁は太に覆われているこ

とが多く， AVHRR o)可視や赤外画像では判別しがたかった. TOYSの中のマイクロ波テ‘

ータ等の解析に待たねばならない．

結果の詳しい解析は今後行うことになるし，気候変動の本格的研究はさらに何年ものテー

タの菩積が必要である．しかし，現地で直ちに（受信数時間後ではあるが）処理結果を見るこ

とができるようになったのは大変な進歩であり，また海氷や山の分布の解析にとって大変貴

屯なデータが得られたものと思われる．
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